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東
日
本
大
震
災
を
語
り
継
ぐ
た
め
市
民
図
書
館
に
設
け
た

「
３
・
11
震
災
文
庫
」。
所
蔵
す
る
約
１
万
冊
か
ら
、よ
り

す
ぐ
り
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

57

震
災
の
対
応
と
復
興
に
挺て

い

身し
ん

し
た
人
々
の
記
録

東
北
大
学
名
誉
教
授
、
石
巻
赤
十
字
病
院
名
誉
院
長
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
の
村
東
北
会
長
・
理
事 

飯
沼 

一か
ず

宇い
え

　
か
つ
て
ニ
ュ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
さ
れ
、
２
０

０
８
年
か
ら
２
０
１
１
年
ま
で
朝
日

新
聞
石
巻
支
局
長
を
務
め
、
在
任
中

に
「
こ
ち
ら
石
巻　
さ
か
な
記
者
奮

闘
記
」
を
著
わ
し
た
高
成
田
氏
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
す
。
退
職
後
の

パ
リ
旅
行
中
に
震
災
の
報
に
接
す
る

と
、
帰
国
後
す
ぐ
か
ら
石
巻
を
幾
度

と
な
く
取
材
し
て
い
ま
す
。

　
登
場
者
が
全
て
実
名
で
書
か
れ
、

し
か
も
著
者
が
直
接
目
で
見
、
耳
で

聞
い
た
こ
と
の
記
録
で
す
。
石
巻
に

限
ら
ず
豊
富
な
人
脈
を
駆
使
し
て
、

漁
業
を
巡
る
課
題
、
漁
業
都
市
石
巻

の
再
生
に
か
け
る
思
い
な
ど
が
綴つ
づ
ら

れ
、
大
震
災
に
あ
っ
て
も
「
生
か
さ

れ
た
」
人
た
ち
の
底
力
を
感
じ
さ
せ

ま
す
。
本
書
は
地
域
お
こ
し
、
街
づ

く
り
に
も
示
唆
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
本
書
は
、
宮
城
県
で
最
も
被
害
の

激
し
か
っ
た
石
巻
地
区
で
、
唯
一
機

能
し
た
石
巻
赤
十
字
病
院
で
の
救
護

活
動
の
3
カ
月
を
記
録
し
た
も
の
で

す
。

　
交
通
、
通
信
が
途
絶
え
た
中
、
共

通
の
評
価
シ
ー
ト
を
持
っ
て
、
約

３
０
０
カ
所
の
避
難
所
の
全
て
を
3

日
間
で
巡
回
し
、
各
避
難
所
の
状
況

を
把
握
し
、
20
万
人
の
命
を
守
る
べ

く
、
救
護
活
動
を
推
進
し
ま
し
た
。

当
時
院
長
で
あ
っ
た
私
は
、
全
て
の

病
院
職
員
と
全
国
か
ら
支
援
に
来
ら

れ
た
多
く
の
救
護
班
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　
本
書
に
書
か
れ
た
生
々
し
い
記
録

と
医
療
活
動
の
取
り
組
み
は
、
こ
れ

か
ら
遭
遇
す
る
か
も
し
れ
な
い
大
災

害
へ
の
対
応
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
さ
か
な
記
者
が
見
た
大
震
災　

 

石
巻
讃
歌
」

「
石
巻
赤
十
字
病
院
の
１
０
０
日
間

【
増
補
版
】」

石巻赤十字病院、
由井りょう子／
著
小学館　刊

高成田享／著
講談社　刊

●
紹
介
し
た
本
は
、
宮
城
野
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す　
問
市
民
図
書
館
☎
261
・
１
５
８
５

仙台市の人口（対前月増減数） 男：531,977人　女：566,834人　計1,098,811人（+502)　538,636世帯（+760）　7月１日現在
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５
月
21
日
か
ら
６
月
26
日
ま
で
の
約

１
カ
月
間
、
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル

仙
台
を
会
場
に
、
第
８
回
仙
台
国
際
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
申
込
者
数
が
過
去
最
高
と
な
っ
た
今

大
会
、
厳
し
い
予
備
審
査
を
通
過
し
て

舞
台
に
立
っ
た
の
は
、
17
の
国
と
地
域

の
68
人
（
バ
イ
オ
リ
ン
部
門
37
人
、
ピ

ア
ノ
部
門
31
人
）。
才
能
あ
ふ
れ
る
若

き
音
楽
家
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

を
発
揮
し
た
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

期
間
中
は
、
延
べ
７
６
３
９
人
の
観
客

が
会
場
を
訪
れ
、
出
場
者
に
惜
し
み
な

い
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
バ
イ
オ
リ
ン
部
門
で

は
中
野
り
な
さ
ん
（
日
本
）
が
、
ピ
ア

ノ
部
門
で
は
、
ル
ゥ
ォ
・
ジ
ャ
チ
ン
さ

ん
（
中
国
）
が
第
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

市政
トピックス

３
年
に
一
度
の
競
演
│

仙
台
国
際
音
楽
コ
ン
ク

ー
ル
閉
幕

◆
市
政
功
労
者
（
本
市
の
振
興
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
方
）〔
自
治
・
消
防
功

労
〕
髙
橋
ミ
サ
ヲ
、
清
水
誠
義
、
葊
瀨

博
、
清
水
義
春
、
佐
藤
壽
夫
、
山
田
勝

三
郎
、
緑
川
武
夫
、
東
海
林
時
雄
、
菅

井
勝
之
、
日
渡
清
一
、
畑
林
義
美
、
竹

田
隆
、
髙
橋
恒
吉
、
小
松
啓
祐
、
松
坂

卓
夫
、
太
田
敏
見
、
玉
川
金
嘉
〔
健

康
・
福
祉
功
労
〕
熊
谷
紘
一
、
今
野
正

志
、
大
友
ま
り
子
、
諸
橋
悟
、
辻
一
郎

〔
産
業
・
経
済
功
労
〕
山
村
蘭
子
、
山

野
國
廣
、
白
松
一
郎
、
大
友
克
人
、
濱

宏
一
郎
、
中
島
一
則
、
橋
本
芳
弘
〔
教

育
・
文
化
功
労
〕
三
塚
尚
可
、
横
澤
行

夫
、
吉
田
尚
、
水
谷
修
、
高
橋
満
〔
仙

台
市
議
会
議
員
と
し
て
10
年
以
上
に
わ

た
り
市
政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
〕

ひ
ぐ
ち
の
り
こ
、
菊
地
崇
良
、
加
藤
け

ん
い
ち
、
渡
辺
敬
信
、
庄
司
あ
か
り

◆
永
年
勤
続
委
員
（
委
員
と
し
て
10
年

以
上
に
わ
た
り
市
政
の
推
進
に
寄
与
さ

れ
た
方
）〔
仙
台
市
国
民
保
護
協
議
会

委
員
〕
菊
地
徹
〔
仙
台
市
入
札
等
監
視

委
員
会
委
員
〕
高
橋
千
佳
〔
仙
台
市
消

費
生
活
審
議
会
委
員
〕
渡
辺
達
徳
、
加

藤
房
子
〔
仙
台
市
男
女
共
同
参
画
推
進

審
議
会
委
員
〕
加
茂
光
孝
〔
人
権
擁
護

委
員
〕
木
村
き
代
、
橋
川
か
ず
子
〔
民

生
委
員
児
童
委
員
〕
門
間
秀
子
、
豊
岡

素
子
、
鈴
木
直
子
、
平
田
美
智
子
、
村

田
孝
子
、
西
村
博
子
、
三
浦
ひ
ろ
子
、

伊
藤
律
子
、
阿
部
久
美
子
、
安
達
良
之
、

佐
藤
榮
子
、
橘
孝
夫
、
赤
川
洋
子
、
小

野
洋
子
、
千
葉
均
、
佐
藤
照
江
、
鈴
木

龍
子
、
伊
藤
善
子
、
佐
藤
八
重
子
、
宮

城
清
美
、
佐
藤
恵
子
、
佐
藤
正
則
、
菅

原
玲
子
、
武
藤
智
子
、
安
達
和
則
、
佐

藤
定
男
、
佐
々
木
愛
子
、
齋
藤
弘
美
、

浅
野
正
、
佐
賀
美
枝
子
、
松
浦
と
し
子
、

髙
平
悦
子
、
佐

藤
亜
矢
子
〔
仙
台
市
精

神
医
療
審
査
会
委
員
〕
川
上
人
志
〔
仙

台
市
介
護
認
定
審
査
会
委
員
〕
北
村
龍

男
、
髙
橋
寿
太
郎
、
畑
岡
勲
〔
仙
台
市

小
児
慢
性
特
定
疾
病
審
査
会
委
員
〕
笹

原
洋
二
〔
仙
台
市
環
境
審
議
会
委
員
〕

渡
邉
浩
文
、
中
静
透
、
北
川
尚
美
〔
仙

台
市
廃
棄
物
処
理
施
設
設
置
等
調
整
委

員
会
委
員
〕
中
山
正
与
〔
仙
台
市
ス
ポ

ー
ツ
推
進
委
員
〕
大
坪
俊
勝
、
三
浦
加

代
子
、
大
久
和
宏
、
生
田
和
弘
〔
仙
台

市
都
市
計
画
審
議
会
委
員
〕
多
田
千
佳

〔
杜
の
都
の
環
境
を
つ
く
る
審
議
会
委

員
〕
近
藤
寛
〔
広
瀬
川
創
生
プ
ラ
ン
策

定
推
進
協
議
会
委
員
〕
西
大
立
目
祥
子
、

深
松
努
〔
仙
台
市
太
白
区
区
民
協
働
ま

ち
づ
く
り
事
業
評
価
委
員
会
委
員
〕
青

木
ユ
カ
リ
〔
仙
台
市
学
校
給
食
運
営
審

議
会
委
員
〕
岩
﨑
奈
緒
子
〔
仙
台
市
博

物
館
協
議
会
委
員
〕
森
美
智
子
〔
仙
台

市
天
文
台
運
営
協
議
会
委
員
〕
千
葉
柾

司
、
髙
田
淑
子
、
柳
生
聡
子
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市
政
功
労
者
等
を
表
彰
し
ま
し
た

　
―
市
制
施
行
１
３
３
周
年
記
念
式

▲ピアノ部門第１位の
ルゥォ・ジャチンさん

　
７
月
４
日
に
、
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー

で
市
制
施
行
１
３
３
周
年
記
念
式
を
行

い
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
、
市
の
発

展
と
市
民
生
活
の
向
上
の
た
め
に
、
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
の
功
績
を
た
た

え
、
特
別
市
政
功
労
者
２
人
、
市
政
功

労
者
39
人
、
永
年
勤
続
委
員
63
人
を
表

彰
し
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
通
り
で
す

（
順
不
同
、
敬
称
略
）。

◆
特
別
市
政
功
労
者
（
本
市
の
振
興
発

展
に
著
し
く
寄
与
さ
れ
た
方
）
大
内
修

道
、
鷲
田
清
一

▲ＶＲの映像（上）と、体
験をしている様子（下）。
体験者の動きに合わせて映
像も動くため、実際に自分
がそこにいるかのような没
入感があります

市政
トピックス

入
館
者
が
１
０
０
万
人

に
到
達
！　

地
底
の
森

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

市政
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臨
場
感
の
あ
る
体
験
で

備
え
の
大
切
さ
を
確
認

　
市
で
は
７
月
１
日
よ
り
、
バ
ー
チ
ャ

ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
（
仮
想
現
実
。
以
下
、

Ｖ
Ｒ
）
を
活
用
し
た
「
せ
ん
だ
い
災
害

Ｖ
Ｒ
」
の
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
Ｖ
Ｒ
専
用
ゴ
ー
グ
ル
を
装
着

し
て
、
３
６
０
度
の
立
体
映
像
と
音
響

で
再
現
さ
れ
る
、
自
然
災
害
の
予
兆
や

発
災
の
様
子
を
疑
似
体
験
す
る
コ
ン
テ

ン
ツ
を
取
り
入
れ
た
防
災
学
習
で
す
。

　
体
験
で
き
る
災
害
は
、
地
震
、
津
波
、

洪
水
・
土
砂
災
害
、
内
水
氾
濫
の
４
種

類
。
洪
水
・
土
砂
災
害
編
で
は
、
大
雨

の
日
に
体
験
者
が
自
宅
リ
ビ
ン
グ
に
居

る
と
、
テ
レ
ビ
に
警
戒
レ
ベ
ル
５
「
緊

急
安
全
確
保
」
発
令
の
速
報
が
流
れ
る

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
窓
の
外
の

通
り
は
増
水
で
川
の
よ
う
に
な
り
、
家

の
中
に
も
浸
水
。
水
の
脅
威
が
、
瞬
く

間
に
体
験
者
の
元
へ
迫
り
ま
す
。

　
疑
似
体
験
の
後
に
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
見
方
の
確
認
や
、
家
族
一
人
一

人
の
避
難
計
画
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
」
の
作
成
な
ど
、
災
害
の
種
類
に
応

　
７
月
９
日
、
富
沢
遺
跡
保
存
館
（
地

底
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
が
入
館
者
１

０
０
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。
こ
の
施

設
は
平
成
８
年
11
月
２
日
に
開
館
。
約

２
万
年
前
の
森
林
跡
と
、
人
間
の
活
動

跡
と
い
う
世
界
的
に
も
貴
重
な
発
見
が

あ
っ
た
富
沢
遺
跡
を
、
発
掘
さ
れ
た
ま

ま
の
状
態
で
保
存
・
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
同
日
に
は
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

１
０
０
万
人
目
と
な
っ
た
小
向
直
樹
さ

ん
・
里
江
子
さ
ん
・
望み

晴は
る
さ
ん
親
子
に
、

花
束
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

直
樹
さ
ん
は
「
初
め
て
来
て
１
０
０
万

人
目
に
な
っ
た
の
は
び
っ
く
り
。
入
っ

た
瞬
間
に
迫
力
の
あ
る
展
示
が
あ
っ
た

こ
と
が
印
象
的
だ
っ
た
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

▲バイオリン部門第１
位の中野りなさん

せ
ん
だ
い
災
害
Ｖ
Ｒ
の
利
用
申
し
込
み
な
ど

詳
し
く
は
仙
台
市
防
災
安
全
協
会
☎
347･

３

１
５
３

じ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。
体
験

者
は
一
連
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、

災
害
を
自
分
事
と
捉
え
な
が
ら
、
日
頃

の
備
え
や
適
切
な
避
難
行
動
の
大
切
さ

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
せ
ん
だ
い
災
害
Ｖ
Ｒ
」
は
、
今
後
、

市
内
の
学
校
や
町
内
会
、
事
業
所
等
の

防
災
訓
練
や
研
修
で
活
用
し
て
い
き
ま

す
。


